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☆  かくにん                                                                                                          

☆                     コード１  :０１７０     ファイル  :ａ１         版：＊＊                区分数    :０２        

☆                     表記      :確認                                                                                

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

[慣用句等]

のような  

のように  

慣用表現  

他合成語１

他合成語２

備考      ＜関＞｛確かめること｝⊃０１、０２。（０１は物事に、０２は物の存在に行為の対象を特定。）

[区分  ０１／０２]

表記      確（かく）認（にん）

意味記述  物事をはっきり確かめること。

意味素性１ ＡＣＴ

用例１    その事故は安全の確認を怠ったために起こったと思われる。

連体文例  明日の予定について再度確認の電話を入れた。

被連体例  身元の確認，安否の確認，予約の確認。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  ［その人が間違いなく丸罰社長本人であるという］確認が済むまでは中に通してはいけない。

副文例    

サ変文例  消防署員が鎮火を確認する。

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０２／０２]

表記      確（かく）認（にん）

意味記述  あるものの存在を確かめること。

意味素性１ ＡＣＴ

用例１    新しい野鳥の確認を行った。

連体文例  



被連体例  生存者の確認，機影の確認。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  彼は遠方に機影を確認した。

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  かくにん                                                                                                          

＊                                                           区分番号  :０１／０２        素性数    :１               

＊ 表記      :確（かく）認（にん）                                                                                    

＊ 意味記述  :物事をはっきり確かめること。                                                                            

＊ 意味素性１:ＡＣＴ      用例１    :その事故は安全の確認を怠ったために起こったと思われる。                           

＊ 連体文例                         :明日の予定について再度確認の電話を入れた。                                       

＊ Ｓト文例                         :［その人が間違いなく丸罰社長本人であるという］確認が済むまでは中に通してはいけな 

＊                                   い。                                                                             

＊ サ変文例                         :消防署員が鎮火を確認する。                                                       

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＡＣＴ

関連｜同義

関連｜類義 チェック，確かめ

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  │（安全の／身元の／予約の／…）★│ガ│始まる，終わる。

動詞｜ヲ  ガ│（安全の／安否の／身元の／左右の／予約の／その噂の／…）★│ヲ│する。

          ガ│（身元の／予約の／その噂の／…）★│ヲ│得る，避ける，始める，終える。



          ガ，ニ│（身元の／予約の／その噂の／…）★│ヲ│とる，求める，怠る，急ぐ，行う。

          ガ，カラ│（身元の／…）★│ヲ│受ける。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  │★│ガ│難しい，易しい，早い，遅い。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  │★│ガ│困難だ，容易だ，可能だ，不可能だ。

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の電話，－の連絡，－の通知，－の決め手，－の方法，－の手順。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  明日の予定について再度確認の電話を入れた。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     

ノNP0補   サ変動詞用法参照

～ノNP0   遺族からの－。

他NP0     文書による－。

被連体文例

[連体被修飾用法２]

Ｓ平叙  

Ｓ文例  

Ｓト平叙 ～る，～た

Ｓト疑問

Ｓト文例 ［その人が間違いなく丸罰社長本人であるという］確認が済むまでは中に通してはいけない。

        ［いざとなったら親会社が負債を肩代わりしてくれるという］確認さえとれれば何も問題はない。

        ［太郎が事件当時現場を離れていたという］確認さえとれればよい。

副平叙  

副文例  

備考    「との」可。「とする」可。「かの」可。（例：［その人が丸罰社長本人であるかどうかの］確認がまだできていない。）

[サ変用法  １／２]

文型      ＮＰ２ガ　ＮＰ１ヲ　ＮＰ０スル



格形式１  ガ

意味素性１ ＨＵＭ／ＯＲＧ

名詞句１  彼，消防署員／警察，当局

ノNP0１   の，による

格形式２  ヲ

意味素性２ ＰＲＩ／ＮＯＲ／ＲＥＳ／ＨＵＭ／ＩＮＦ

名詞句２  預金の残高／作業，原則／鎮火／会議の出席者／その情報，子供の安否，身元

ノNP0２   の

文例      消防署員が鎮火を確認する。

          彼はその情報を確認した。

NP0ヲスル ＮＰ１ノＮＰ０ヲスル

[サ変用法  ２／２]

文型      ＮＰ２ガ　ＮＰニ　ＮＰ１ヲ　ＮＰ０スル

格形式１  ガ

意味素性１ ＨＵＭ／ＯＲＧ

名詞句１  彼，医者／学校

ノNP0１   の，による

格形式２  ニ

意味素性２ ＨＵＭ／ＯＲＧ

名詞句２  親／警察

ノNP0２   への

格形式３  ヲ

意味素性３ ＩＮＦ

名詞句３  欠席，父母会の出欠，その情報の真偽

ノNP0３   の

文例      学校が親に父母会の出欠を確認する。

NP0ヲスル ＮＰ１ノＮＰ０ヲスル

[形態情報  １／１]

合成語要素 かくにん

要素表記  確（かく）認（にん）

補足      

合成｜名前 －者，－書，－法，－中（ちゅう），－作業，－事項，－申請，－済（ず）み，－実験，－待ち，－請求，－調

査，－応答，－後，－前

合成｜名後 御（ご）－，未－，再－，公式－，建築－，文書－，電話－，身元－，最終－，事前－，行動－，消息－，現

場－

合成｜形  

合成｜動  －する

合成｜副  －後，－前，－中（ちゅう）

合成｜他  



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  かくにん                                                                                                          

＊                                                           区分番号  :０２／０２        素性数    :１               

＊ 表記      :確（かく）認（にん）                                                                                    

＊ 意味記述  :あるものの存在を確かめること。                                                                          

＊ 意味素性１:ＡＣＴ      用例１    :新しい野鳥の確認を行った。                                                       

＊ サ変文例                         :彼は遠方に機影を確認した。                                                       

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＡＣＴ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４ 誤認

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  ガ│（ヒナの／生存者の／…）★│ヲ│する，行う。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  │（野鳥の／機影の／…）★│ガ│難しい，易しい。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  │（野鳥の／機影の／…）★│ガ│困難だ，容易だ，可能だ，不可能だ。

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  



[連体被修飾用法１]

ノNP0     

ノNP0補   サ変動詞用法参照

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[サ変用法  １／１]

文型      ＮＰ２ガ　ＮＰニ　ＮＰ１ヲ　ＮＰ０スル

格形式１  ガ

意味素性１ ＨＵＭ／ＯＲＧ

名詞句１  彼，医者，科学者／警察，学校

ノNP0１   の，による

格形式２  ニ

意味素性２ ＬＯＣ／ＣＯＮ

名詞句２  田舎，山，海，川，遠方，前方，信号機付近／胃

ノNP0２   ×

格形式３  ヲ

意味素性３ ＨＵＭ／ＡＭＬ／ＣＯＮ／ＡＰＰ

名詞句３  違反者，目撃者／野鳥／油層，ガン，腫瘍／機影

ノNP0３   の

文例      彼は遠方に機影を確認した。

          科学者は新しい油層を四つ確認した。

          警察が違反者を二人確認した。

          医者が胃にガンを確認した。

NP0ヲスル ＮＰ１ノＮＰ０ヲスル

[形態情報  １／１]

合成語要素 かくにん

要素表記  確（かく）認（にん）

補足      

合成｜名前 －時

合成｜名後 再－，未－，安全－，公式－，境界－

合成｜形  

合成｜動  －する

合成｜副  －時

合成｜他  


